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第 l 章ではサリチルアルドキシム誘導体の高分子多核錯体を Co(I )、 Ni(II) および Cu(II) 
について合成し、それらの熱的、磁気的性質を明らかにし、構造を論じている。




第 III章では第 II 章での成果をもとにして、フレキシフ*ルな脂肪族鎖で連結されたテトラオキシムの
多核 Fe(II) 錯体を合成し、 その高分子構造を分子量や NMRの研究により解明している。
第N章では上記のテトラオキシム類のコバルト錯体と一酸化炭素とが容易に反応することを明らか












l 血色素モデル化合物と考えられる Fe (II) ーテトラオキシム高分子錯体の各種誘導体の合成方
法を確立し、これらの化学構造と、テトラオキシム誘導体の構造との関係を明らかにし、また高分
子錯体の構造と軸配位にたいする反応性との関係を明らかにしている。きらに進んでこれら高分子
錯体の二次的構造に関してその重積構造にも論及している。
2 また、同様にテトラオキシム類のコバルト錯体について低酸化数状態の異常な安定性を発見し、
これをもとにして高分子錯体と一酸化炭素との反応を研究し、これら錯体が一一般化炭素を二階化炭
素に酸化する過程を解明している。
3 またサリチルアルドキシムの各種誘導体の選移金属錯体についても研究を行なっている。
以上のように本研究は金属キレート高分子に関する研究を進める土に先駆的なものであり、その得ら
れた成果は合成とくに触媒化学の分野に寄与するところ大きいものと考えられる。
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